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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 12,066 △8.5 447 ― 440 ―
22年3月期第3四半期 13,189 △1.0 △1,958 ― △2,012 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 1.91 ―
22年3月期第3四半期 △8.75 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 627,058 24,211 3.8 104.67
22年3月期 607,779 24,603 4.0 106.45

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  24,057百万円 22年3月期  24,469百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 1.00 1.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
1.50 1.50

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

経常収益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利
益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,500 △9.9 1,000 313.7 1,200 208.4 5.22



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因によって大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.2「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 230,000,000株 22年3月期  230,000,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  163,021株 22年3月期  156,779株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 229,840,011株 22年3月期3Q 229,846,802株
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1. 当四半期決算に関する定性的情報 
 
(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

 

当第３四半期連結累計期間の損益の状況は、経常収益につきましては、金融緩和継続の影響により資金運用利

回りが引続き低下し、貸出金利息及び有価証券利息配当金が共に減少したことから、前年同期比 11 億円減少し 120

億円となりました。一方、経常費用は、預金金利の低下で預金利息が減少したこと及び株式の減損処理費用が大

幅に減少したこと、更には不良債権処理費用が減少したことなどから、前年同期比 35 億円減少し 116 億円となり

ました。 

この結果、経常利益は前年同期比 24 億円改善し 4 億円の黒字となりました。また、四半期純利益についても、

前年同期比 24 億円改善し 4 億円の黒字となりました。 
 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間中の総預金（譲渡性預金を含む）は、公金預金や法人預金が増加したことから、前

連結会計年度末比 177 億円増加し 5,869 億円となりました。 

貸出金は、住宅ローンが引続き増加したものの事業性貸出が減少したことから、前連結会計年度末比 101 億円

減少し 4,330 億円となりました。 

有価証券は、国債を中心に購入を進めたことから、前連結会計年度末比 402 億円増加し残高は 1,414 億円とな

りました。 
 

 
(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成 23 年 3 月期通期の連結業績予想につきましては、平成 22 年 11 月 12 日公表の業績予想から変更はありま

せん。 

 

2. その他の情報 
 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理） 

① 税金費用の計算 

法人税等につきましては、年度決算と同様の方法により計算しておりますが、納付税額の算出に係る加減算項

目及び税額控除項目は、重要性の高い項目に限定して適用しております。 

② 繰延税金資産の回収可能性の判断 

繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、一時差異の発生状況について中間連結会計期間末から大幅

な変動がないと認められるため、当該中間連結会計期間末の検討において使用した将来の業績予測及びタック

ス・プランニングの結果を適用しております。 
 

（特有の会計処理） 

一部の連結子会社の税金費用は、当第３四半期累計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（会計処理基準に関する事項の変更） 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間から「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号平成 20 年３月 31 日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号平成 20 年３月 31 日）を適用しており

ます。 

これにより、経常利益は 0 百万円、税金等調整前四半期純利益は 35 百万円それぞれ減少しております。また、当
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会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 35 百万円であります。 
 

（表示方法の変更） 

四半期連結損益計算書関係 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号平成 20 年 12 月 26 日）に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成 21 年３月 24 日内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 
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3.四半期連結財務諸表 
 (1)四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 25,477 36,291

商品有価証券 53 186

金銭の信託 1,673 1,723

有価証券 141,422 101,143

貸出金 433,074 443,190

外国為替 201 33

リース債権及びリース投資資産 3,314 3,418

その他資産 8,422 8,312

有形固定資産 13,466 13,971

無形固定資産 892 913

繰延税金資産 5,941 5,960

支払承諾見返 748 883

貸倒引当金 △7,629 △8,249

資産の部合計 627,058 607,779

負債の部   

預金 574,652 569,249

譲渡性預金 12,330 －

借用金 2,650 1,062

外国為替 0 －

社債 3,700 3,700

その他負債 4,214 3,556

退職給付引当金 2,192 2,245

役員退職慰労引当金 161 199

睡眠預金払戻損失引当金 61 46

利息返還損失引当金 0 2

再評価に係る繰延税金負債 1,098 1,098

負ののれん 1,036 1,131

支払承諾 748 883

負債の部合計 602,847 583,176

純資産の部   

資本金 18,127 18,127

資本剰余金 5,688 5,688

利益剰余金 977 777

自己株式 △14 △13

株主資本合計 24,779 24,579

その他有価証券評価差額金 △1,349 △727

土地再評価差額金 626 616

評価・換算差額等合計 △722 △110

少数株主持分 153 134

純資産の部合計 24,211 24,603

負債及び純資産の部合計 627,058 607,779
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 (2)四半期連結損益計算書 
   【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成22年12月31日) 

経常収益 13,189 12,066

資金運用収益 8,762 8,017

（うち貸出金利息） 7,828 7,249

（うち有価証券利息配当金） 906 750

役務取引等収益 1,357 1,433

その他業務収益 566 505

その他経常収益 2,503 2,109

経常費用 15,147 11,619

資金調達費用 1,334 994

（うち預金利息） 1,216 874

役務取引等費用 741 694

その他業務費用 281 0

営業経費 6,072 5,988

その他経常費用 6,718 3,940

経常利益又は経常損失（△） △1,958 447

特別利益 212 170

償却債権取立益 212 170

特別損失 182 54

固定資産処分損 51 18

減損損失 131 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 35

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,928 563

法人税等 112 102

少数株主損益調整前四半期純利益  460

少数株主利益又は少数株主損失（△） △27 20

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,012 440
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

 
当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日）   

 
該当事項はありません。 

 

 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 
当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日）   

 
該当事項はありません。 
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4．参考資料 
 

○平成 23 年３月期第３四半期決算の概要 
 
 

１．損益 【単体】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
                                        （単位：百万円） 

平成23年３月期
第３四半期 

平成22年３月期
第３四半期 

前年 
同四半期比 

 
 

（Ａ） （Ｂ） （Ａ－Ｂ）  

平成23年３月期
業績予想 

（参考） 
平成22年３月期

実績 

経常収益 10,283 11,039 △756 14,000 15,823

業務粗利益 8,263 8,299 △36   12,215 

 資金利益 7,023 7,427 △404   10,348 

 役務取引等利益 734 592 142   807 

 その他業務利益 505 279 226   1,059 

 （うち国債等債券損益） (410) (270) (140)  (583)

経費（除く臨時処理分） 5,769 5,864 △95   7,736 

人件費 2,638 2,596 42   3,438 

物件費 2,788 2,838 △50   3,754  

税金 342 428 △86   542 

業務純益（一般貸倒繰入前） 2,493 2,435 58   4,479 

コア業務純益 2,082 2,164 △82   3,896 

一般貸倒引当金繰入額   ① 504 △308 812   △646 

業務純益  1,989 2,743 △754   5,125 

臨時損益  △1,888 △5,058 3,170   △5,040 

うち不良債権処理額 ② 1,576 3,532 △1,956   3,538 
 

うち株式等関係損益  △245 △1,640 1,395   △1,632 

（貸倒償却引当費用）①＋② (2,080) (3,224) (△1,144)   (2,892)

経常利益（△は経常損失） 101 △2,314 2,415 800 85

特別損益 116 30 86   237 

税引前四半期(当期)純利益 

（△は純損失） 
217 △2,284 2,501   323 

法人税等 17 17 ―   22 

四半期（当期）純利益 
（△は純損失） 200 △2,301 2,501 1,000 300

 （注）金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。  

○ 当第３四半期の経常収益は、前年同期比 6.8%減少し 10,283 百万円となりました。減少の主な要
因は、継続的な金融緩和政策により、貸出金及び有価証券の利回りが低下し、資金運用収益が
減少したことによるものです。 

○ 経常利益は、前年同期比 2,415 百万円改善し 101 百万円、四半期純利益は同 2,501 百万円改善
し 200 百万円とそれぞれ黒字となりました。これは、株式の減損処理による損失が大幅に改善し
たこと及び不良債権処理費用が減少したことによるものです。 

○ 当第３四半期の業績は、概ね当初計画に沿って推移していることから、平成 23 年 3 月期通期の
業績予想に変更はありません。 
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２．主要勘定【単体】 
 

 （１）預金（譲渡性預金を含む）、預かり資産 

 

 

 

 

 

  ①預金（譲渡性預金を含む）                              （単位：億円） 

  
 平成22年12月末 

平成22年９月末比 平成21年12月末比
平成22年９月末 平成21年12月末

総預金（末残） 5,872 37 76 5,835 5,796

 うち個人預金 4,617 60 △19 4,557 4,637

 

 ②預かり資産                                          （単位：億円） 

  
 平成22年12月末 

平成22年９月末比 平成21年12月末比
平成22年９月末 平成21年12月末

預かり資産 744 △5 26 749 717

 投資信託 390 3 17 386 372

 公共債（国債等） 61 △13 △14 75 76

 保険 292 4 23 288 268

 
 

 （２）貸出金 
 
 
 
 
 
 

 

                                              （単位：億円） 

  
 平成22年12月末 

平成22年９月末比 平成21年12月末比
平成22年９月末 平成21年12月末

貸出金（末残） 4,353 △29 58 4,382 4,295

 うち消費者ローン 1,423 22 56 1,401 1,367

  住宅ローン 1,326 24 64 1,301 1,261

  その他ローン 97 △2 △8 99 106

 

（参考）中小企業等貸出 

                                             （単位：億円、％） 

  
 平成22年12月末 

平成22年９月末比 平成21年12月末比
平成22年９月末 平成21年12月末

中小企業等貸出残高 3,471 5 △14 3,466 3,486

中小企業等貸出金比率 79.7 0.6 △1.4 79.0 81.1

 

 

○ 平成 22 年 12 月末の預金残高（譲渡性預金を含む）は、9 月末比 37 億円増加し、5,872 億円（9 月
末比 0.6％増）となりました。これは主に、法人預金及び公金預金が増加したことによるものです。

○ 12 月末の預かり資産残高は、9 月末比 5 億円減少し、744 億円（9 月末比 0.7％減）となりました。こ
れは主に、県民債の償還に伴い公共債が減少したことによるものです。 

○ 平成 22 年 12 月末の貸出残高は 9 月末比 29 億円減少し、4,353 億円（9 月末比 0.6％減）となりま
した。これは主に、住宅ローンは引続き増加傾向にあるものの、企業の資金需要の低迷から事業
性貸出が減少したことによるものです。 
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３．有価証券 【単体】 

 

 

 

 

 

 

（１）期末残高 

                                                （単位：億円） 

  
 平成22年12月末 

平成22年９月末比 平成21年12月末比
平成22年９月末 平成21年12月末

国債 862 311 208 550 654

地方債 18 7 △1 11 19

社債 224 26 △1 197 225

株式 57 △1 △6 58 63

その他の証券 255 10 8 245 247

合計 1,418 354 207 1,064 1,210

 

（２）「その他有価証券」の評価損益（△は含み損） 

                                                （単位：億円） 

  
 平成22年12月末 

平成22年９月末比 平成21年12月末比
平成22年９月末 平成21年12月末

株式 △2 4 0 △7 △3

債券 1 △5 △6 7 8

その他 △12 △0 △2 △11 △9

合計 △13 △1 △8 △11 △4

（注）変動利付国債については、合理的に算定された価額によっております。 

 

 

４．自己資本比率（国内基準） 
 

 

 

 

 
 
 

                            （単位：％） 

  
 平成22年12月末 

平成22年９月末比 平成21年12月末比
平成22年９月末 平成21年12月末

単体自己資本比率 9.77 △0.05 0.65 9.82 9.12

 単体 TierⅠ比率 7.62 △0.06 0.75 7.68 6.87

連結自己資本比率 9.81 △0.02 0.66 9.83 9.15

 連結 TierⅠ比率 7.67 △0.03 0.76 7.70 6.91

 

○ 平成 22 年 12 月末の有価証券残高は 9 月末比 354 億円増加し、1,418 億円（9 月末比 33.2％増）
となりました。これは主に、国債を中心に債券を購入したことによるものです。 

○ 12 月末の「その他有価証券」の評価損は 9 月末比 1 億円増加し、13 億円となりました。これは主
に、債券の市場金利が上昇したことにより保有債券価格が下落したことによるものです。 

○ 平成 22 年 12 月末の単体自己資本比率は、9 末比 0.05 ポイント低下し、9.77％となりました。連結
自己資本比率は、9 末比 0.02 ポイント低下し、9.81％となりました。 

○ 12 月末の TierⅠ比率は単体 7.62％、連結 7.67％となりました。 
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５．不良債権 【単体・金融再生法開示基準】 

 

 

 

 

 

 

                                              （単位：億円） 

債権の区分 平成22年12月末 平成22年９月末比 平成21年12月末比 平成22年９月末 平成21年12月末

破産更生債権及び 
これらに準ずる債権 87 △14 △26 102 114 

危険債権 65 △8 △13 74 78 

要管理債権 5 △0 △1 6 7 

 小 計  （Ａ） 159 △23 △41 182 200 

正常債権 4,205 △21 97 4,226 4,107 

 合 計  （Ｂ） 4,364 △44 56 4,408 4,308 

 

総与信に占める開示 
債権の割合（Ａ）/（Ｂ） 3.64％ △0.50％ △1.01％ 4.14％ 4.65％ 

（注）「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」のうち無価値と認められる部分の一部について、直接償却相当額

として当該金額を減額して表示しております。 

 

 

以 上 

○ 平成 22 年 12 月末の不良債権残高は、9 月末比 23 億円減少し 159 億円（9 月末比 12.8％減）とな
りました。 

○ 12 月末の不良債権比率は、9 月末比 0.50 ポイント低下し、3.64％となりました。 

＜不良債権推移＞
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